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テーマ：共



博報教育フォーラムは

博報教育フォーラムプログラム

優れた教育実践のエッセンスを体感できる場を提供します。
優れた教育実践には、広く他の教育現場で新たな価値を生み出すためのエッセンスが含まれています。
このフォーラムは、教育の新しい潮流となりうる旬のテーマと優れた教育実践の事例を選び、様々な立
場の参加者が共に考えを深めて意見交換をする場を提供することを通して、優れた教育実践を他の実践
現場へ拡大・波及させることを目的としています。

基調講演1

ポスターセッション3

パネルディスカッション4

事例発表2

教育界から注目を集める専門
家による、テーマを俯瞰した
講演です。フォーラムのテー
マを学術的視点や実践的視点
など広い視点で捉え、テーマ
の意味や課題の整理、問題提起、
解決の糸口の提案などをしていきます。

「博報賞」受賞者が活動事例をフォー
ラムのテーマに沿って発表します。
教育界に風を吹き込んだユニークで
優れた実践を、毎年のキーワードを
もとに、別の観点から眺めるとどう
なるか？魅力的な教育モデルだけでなく、子どもたち
への教育実践者の熱意が伝わってきます。

フォーラム出演者全員が登壇し、子
どもたちのために今、何が必要かを
問いかけ、新たなビジョンを提案し
ていきます。基調講演、事例発表、
ポスターセッションでの交流を踏ま
え、会場全体が積極的に関与する「生きたパネルディス
カッション」です。実践者の知見を生の声でお届けします。

事例発表者が特設ブースで活動事例を
展示報告します。基調講演、事例発表
の後、展示されたポスター、子どもた
ちの作文、実践カリキュラムやオリジ
ナル教材を手に取りながら、テーマを
より深く考え、理解し、実践的なノウハウを吸収する、参加
者と発表者、参加者同士のネットワークづくりの場です。

Hakuho Education Forum Report 2012　　Program
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第 9回博報教育フォーラム

日本大震災は、私たち日本人に多くの課題を投げかけました。人間が自然を

破壊してまでも作り上げてきた技術や物の脆さを目前につきつけられ、私た

ちは長年しみついた「物・金中心、効率重視、自己中心」のあり方を自分ごととし

て見直す機会を与えられました。被災地の人々の心を救った「人とのふれあい」「ボ

ランティアの存在」、また海外メディアで報じられた日本人の精神性などをヒントに、

これからの時代を生きていく子どもたちに伝えていく価値観として、様々な「共」

（きょう）というあり方を考えてみたいと思います。

テーマ：「共」（きょう）
東
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昭和女子大学大学院教授、放送大学大学
院客員教授。『自ら学ぶ道徳教育』（編著・
保育出版社）、『道徳性形成・徳育論』（編
著・NHK 出版）他、著書多数。

押谷　由夫教授プロフィール

　皆さん、こんにちは。東日本

大震災から 1 年が経とうとして

います。大変な惨事において私

たちは大きな悲しみを味わった、

あるいは味わっているわけであ

ります。このことに、私たちは

どう対応すればいいのか。やは

り震災を一つの糧として、新し

い日本、あるいは新しい教育を

つくっていくことへ発展させる

必要があります。

　世界的に先進国と言われてい

る国は成熟社会になっているわ

けで、その成熟社会の中でこれ

からどう生きていけばいいのか、

国をどういう方向へと発展させ

ていけばいいのか、みんな悩ん

でいる。日本全体が東日本大震

災を自分たちの課題として捉え

共にここから立ち上がっていこ

うという姿勢、そういったもの

が、まさに世界のこれからの国

づくり、あるいは人づくりに貢

献していけるのではないかと考

えるところであります。

　震災以前からも、人間存在の

本質から考えて、「共（ともに）」

が重視されていました。人間は

本来、自己中心的であります。

生き物はすべて「自分を守る」

ということが基本になります。

どの生物も、「固体保持」と「種

の保存」、つまり子孫を残し育て

ていくという 2 つを遺伝子に持っ

ています。しかし一方で人間は

ひとりでは生きられません。支

えがあってしか生きられない。

そのことを忘れている現状もあ

るわけです。

　私たちは自己中心主義、ある

いは自分が生きている主体性を

維持しながら、「共（とも）に生

きる」生き方をみんなで追い求

めていかなければいけない。そ

れが人間の宿命でもあるという

ことです。

　現在の社会は、「自己愛偏重社

会」と言われています。今の社

会、経済界の動きは、「一人ひと

りのニーズ（わがままも含めて）

を満たしていく」、そういう需要

に応える製品やサービスを出し

ていく。経済論的、倫理的にも、

ひとりで生活することを便利に

する社会になっています。

　成熟社会は「個性（only one）

を尊重する社会」でもあります。

一人ひとりを大切にするという

ことは良いことですが、度が過

ぎると、わがまま、自分勝手が

助長されることになっていきま

す。人間の持つ自己中心的側面

を助長するような社会になって

きています。科学技術、経済、

政治、教育などがそのことを加

速させていると思います。その

ことへの反省が、今、同時に起

こってきていると思うのです。

　「共（ともに）」を考えるには、

自分と関わる「誰か」、つまり「対

象」が必要です。パートナーで

すね。それには 3 つの軸があり

ます（P5. 図 1 参照）。

　一番目は「空間軸」。私たち

は今、いろいろな関わりの中で

生きていますね。家族や近所の

人々。学校では子どもと先生。

私たちは自然の中でも生きてい

ます。あるいは崇高な対象を思

い描きながら、コミュニケーショ

ンを交わす。

　2 番目は「時間軸」。私たちは

過去の人々がつくってくれた文

化、昔からの自然と関わって存

在するわけです。未来の人々と

も関わりを持つ。それらにおい

て「共」に生きることを考えます。

第 9 回博報教育フォーラム　「基調講演」ダイジェスト

第9回のテーマ「共」を掘り下げ、「人間存在の本質」「『共』を考える３

つの軸」「『共』によるコミュニティーづくり」をキーワードに、昭和女

子大学大学院・押谷由夫教授がわかりやすくお話しくださいました。

押谷　由夫　昭和女子大学大学院　教授

「共 －ともに生きる－」

Hakuho Education Forum Report 2012　　Keynote Lecture
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　最も大切なのは 3 番目の「本

質軸」です。対象は「自分自身」、

つまり「理想自我的な自己」を

磨き対話を深めるということで

す。いろいろな対象と関わるに

は、「どんな関わりを持てばいい

んだろう」と、自分自身のあり

方も考えてみなくてはいけない。

現実のこの自我、自分というも

のと、理想的な自我というもの

を思い描きながら、それとのコ

ミュニケーションを深めていけ

ることが必要だと思います。い

ろいろな対象と豊かに関わるこ

とを通して、理想的な自我が現

実的なものになっていくし、自

分自身との関わりもより深めら

れるのではないでしょうか。

　以上のことを踏まえ、「共」

の教育のポイントを述べてみま

す。1 番目は「関わり、交わる」

です。直接体験として、空間軸

の中の家族、学校、地域の人々

と関わる。つまり、集団、社会、

自然や崇高なものと関わる体験

を行う。また間接体験によって

時間軸の過去や未来とも関わる

ことができます。

　2 番目は「対話をし、心を通

わす」。意図的に相手の立場に

立ってみると、相手の良さが見

えてきて、自分の自己主義的な

思考にも反省を加えることがで

きます。さらに 3 番目に「違い

を認め、受け入れる」。人はそ

れぞれ持ち味や特徴を持ってい

ます。その持ち味や特徴には、

自分にないものや、学びたいと

思うものがたくさんあります。

つまり、それを受け入れること

で、自分が豊かになるわけです。

4 番目は「共通性を求め、共有

する」。ある課題を共有できる

ようになると、感情、価値意識

というものも自然と共有されて

くる。そうしたものが、文化と

して受け継がれていくのでは

ないでしょうか。5 番目に「支

え合い、認め合い、共に幸福な

人生と社会を目指して生きてい

く」。私たちは関わりを通して

しか生きられないし、私たちは

先人たちの想い、願い、知恵に

支えられて生きています。先人

に感謝し想いに応えられる生き

方をする。未来とも対話し希望

を持てば、人生も社会も開けて

いくはずです。

　昨今、学校をコミュニティー

づくりの核にしていこうとい

うことが言われます。それに

は、子どもと大人が学校や家庭

をしっかりと心に刻んでいけ

る、そして人生の拠り所とし

ていける心を育てていくこと

が大切です。例えば学校を「私

のもうひとつの家である」、地

域を「私のもうひとつの庭であ

る」という意識を持たせたい。

　「共に生きるコミュニティー

づくり」のもうひとつの核とし

て、「社会教育施設」を位置づ

け た い。 文 化・ 研 究 施 設 や ボ

ランティア組織など、地域住

民が家庭や学校と連携してコ

ミュニティーを形成します。子

どもと大人の意識が随分変わ

るはずです。自分の根っこが育

ち、関わりも豊かになります。

コミュニティーの過去・現在・

未来を考え、一人ひとりが「自

分のあり方」をしっかりと見つ

められるようにする。生活の中

で課題に取り組んで、みんな

と共有化していける。それは、

家庭や学校、郷土の生活の中で

「共」の根っこを育むことにな

ります。それが「共（ともに）」

によるコミュニティーづくり

だと思います。

図 1.「共」を考える 3 つの軸

Hakuho Education Forum Report 2012　　Keynote Lecture
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　仙台市は平成 14 年、専門ス

タッフが不登校の児童・生徒

を支援する適応指導センター

を設立。さらに、NPO・企業・

大学などが行政と連携しなが

ら支援活動を行う「不登校支

援ネットワーク」が、平成 16

年に設立された。同ネットワー

クは今年で 9 年目を迎える。

　 仙 台 市 の 小 中 学 校 に は 約

1,000 人の不登校の子どもたち

がいる。しかし、針生代表は「行

政や学校の力だけで不登校の問

題を解決するのは非常に困難」

と考え、企業 10 社と 9 つの市

民活動団体、宮城教育大学など

2 つの大学と 170 名の教師が加

盟するボランティア組織「ハー

トフルサポーター」などが、各々

の特性や資源を活かし合い、セ

クターを越えて協働する仕組み

をつくった。以後、今までにな

い「共」の支援を試みている。

　生涯学習施設・大倉ふるさと

センターでの自然体験活動は、

春夏秋冬、引きこもりがちな子

どもを豊かな自然に連れ出す。

コミュニケーションが苦手な子

どものために動物介在教育も実

施。生命と触れ合うことで子ど

もの心を少しずつ開かせ、自然

の中に「居場所」をつくる。パ

ソコン教室は、IT 企業がハー

ドとソフトを無償提供。IT 関

連ボランティア団体が教室の運

営に当たる。

　携帯電話会社、テニスクラ

ブ、高齢者配食サービス企業な

どが社会貢献の一環として職場

体験・職場見学に協力。普通校、

定時制、通信教育など 26 校の

高校が参加する進学・進路相談

会は毎年ニーズが高い。保護者

を労う芸術観賞会も開催。針生

代表は不登校児童・生徒への社

会の理解を促す。

　針生代表が経営する印刷会社

も職場体験を受け入れている。

数年前、絵を描くのが好きな中

学 2 年生の生徒が来た。３日間

の職場体験ではプロの女性デザ

イナーが指導し、パソコンでイ

ラストを 3、4 点描かせた。その

イラストが上手い。針生代表は

教育関係のイラストの仕事をそ

の生徒に依頼。「実際の仕事は

責任もあるが、やりがいもあり、

子どもにとって大変自信になっ

た」と、針生代表は感じている。

　海外では、「子どもは生まれ

た時から社会人」だと言われ

る。針生代表も、「子どもが小

さい時から本当に社会と関わ

り、多様な大人たちと出会っ

て体験を積むことが大切」と

考え、そういった学びを教育

や行政だけでなく、社会全体

でサポートする、「共」の教育

支援を呼びかけた。

第 9 回博報教育フォーラム　「事例発表」より

宮城県　仙台市不登校支援ネットワーク　針生　英一　代表

セクターを越えた不登校支援
と協働の枠組み

Case.1

－地域社会と共に歩む教育へのチャレンジ－

Hakuho Education Forum Report 2012　　Case Studies
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セクターを越えた
協働組織の確立

職場体験がきっかけで、
実際の仕事になった中 2 生徒のイラスト。

NPO・企業・学校の
連携で多様な教育支援

職場体験が育んだ
不登校の子の「自信」
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　新潟県西蒲原郡弥彦村は、古

くから彌彦神社の門前村として

栄えてきた。毎年 7 月 25 日の夜

に行われる彌彦燈籠神事の夏祭

りは、約 1,000 年前の平安時代末

期頃から伝えられ、国の重要無

形民俗文化財に指定。弥彦小学

校 4 ～ 6 年生の児童、弥彦中学

校 1 ～ 3 年生の生徒、氏子青年

会が一体となって「青年児童燈

籠押し」に参加する。

　弥彦小・中学校は総合学習に

「弥彦学」を位置付け、小学校 3

年生から中学校 3 年生まで、継

続的に弥彦に関わる学習を行っ

ている。「聞く活動、見る活動、

伝える活動、体験する活動」を

重視した「弥彦学」により、ふ

るさと「弥彦」を学ぶ。「青年児

童燈籠押し」は、小中学校が共

に取り組み、児童生徒、保護者

が「弥彦」を体感できる代表的

な行事になっている。

　小学校 3 年生では「弥彦のお

宝」を調査。「弥彦お宝マップ」

にまとめ、観光客にグループご

とにガイドする。4 年生からは総

合学習で「弥彦村の伝統と芸能」

を学習。郷土に誇りを持ち、愛

する心を培う。祭りの準備とし

ては、氏子青年会が花燈籠の担

ぎ方、迫力ある押し合いを伝授。

燈籠を飾るサクラ、ユリ、アヤ

メの紙花も保護者と共に制作。

サクラは数も多く、制作も 3 月

かかるが、最後は神前で華やか

に展示される。

　神社まで重い花燈籠を担いで

いく時の掛け声、「木
き や

遣り」も習

う。児童と保護者、地域が力を

合わせ、心をひとつにすること

で、小学生の花燈籠と心の準備

が完了する。中学生は酒樽を太

鼓の代わりにした樽太鼓と横笛

を体得。「鳴り物組」として祭り

をはやし立てる。

　祭り当日は小学生 4 基、中学生 5

基、養護施設 1 基の子ども燈籠、2

基の子ども神輿が勢揃いする。威

勢の良い木遣りと花燈籠を押し合

う光景は、子ども燈籠、子ども神

輿といえども勇壮の一言に尽きる。

祭りの後も、中学校 3 年生は「ふる

さとキャラバン」とし、大型商業

施設などで木遣りや鳴り物をにぎ

やかに奏で、堂々と弥彦を紹介する。

　「祭りは、普段は関わりのない多

様な人々との出会いと、つながり

を生む」と村越代表は言う。故郷

とその歴史に興味を持ち、地域か

ら認められることで、故郷と自分

に自信を持つことができる。村越

代表も小中学校で祭りを体験、「祭

りを教えられていた人間が、教え

る立場になった」。効率重視で簡略

化が進む世の中で、「変わらない

ことの難しさ、大切さを伝えたい」

と、子どもと大人と地域による「共」

の学びへの意欲を語った。

新潟県　弥彦小学校・弥彦中学校・彌彦神社氏子青年会　村越　隆典　代表

青年会と小中学校が共に
守り伝える村の心と文化

Case.2

Hakuho Education Forum Report 2012　　Case Studies
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歴史ある神事を通じ
地域と学校が一体に

子どもと大人が一緒に
郷土の文化を守り継ぐ

効率重視ではなく
伝統を丁寧につなぐ

伝統を体感する中学生の「燈籠押し」

保護者と共に「花作り」に励む小学生。
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　長野県の南部にある泰阜（や

すおか）村。人口 1,900 人、国

道も信号もない山深い過疎の

村。歴史的に見ても、泰阜村は

豊かだったとは言えない。米で

年貢を納めることができず、山

の木を伐採して年貢に充てた貧

しい山村だった。

　そこに 25 年前、「違いを認め

合い、支え合いつつ、自発的に

責任ある行動をとることができ

る人づくり」を目指し山村留学

を始めた。現在は村内第３位の

事業規模を持ち、「教育をど真

ん中に置いた持続可能な村づく

り」に挑んでいる。

　中心となる山村留学、暮らし

の学校「だいだらぼっち」では、

1 年間子どもを預かり、大家族

の暮らしをする。子どもたちは

村の小中学校へ通いながら、食

事をつくり、五右衛門風呂を沸

かし、掃除や洗濯など、生活の

一切を手がける。暮らしの困り

事は多数決を用いず、時間と手

間がかかっても納得のいくまで

話し合って解決する。　

　ストーブや風呂の燃料は薪。

子どもが里山に入り、村の“お

じいま”“おばあま”と一緒に

間伐作業をして薪を取る。薪割

りも子どもたちの仕事。田や畑

で米や野菜を育て、手づくりの

木のテーブルと椅子、登り窯で

焼いた器でご飯を食べる。今年

は 16 人が参加。そのうち 3 人

が、福島、千葉から来た東日本

大震災の被災児童。阪神大震災、

中越地震でも被災児童を 3 年間

受け入れてきた。25 年間で輩出

した子どもは 40 人。毎夏の「信

州こども山賊キャンプ」は、1,100

人の子どもとボランティア 350

人が集い、食事は泰阜村の農家

がつくった米と野菜で賄う。

　谷と川に囲まれ、物資の乏し

い泰阜村では共助の文化が育ま

れた。村民は今も道路整備を手

分けして行い、子どもも「お互

い様」として例外なく働く。山

に入れなくなったお年寄りに代

わり、大人と子どもが伐採する。

自分たちだけでなく、来年の子

どもの分まで薪を準備する。辻

代表は「子どもは顔の見えない

誰かのために、自分の労力を使

うセンスを養う」と語る。

　子どもが学ぶことで高齢化し

た村が助かり、村人は生きがい

を得て喜び、山も喜ぶ。大人た

ちは忘れかけていた泰阜村の文

化と価値を再評価する。今では

PTA、役場職員、青年団など

が手をつなぎ、「あんじゃねえ

支援学校」（※）を開催。毎回ほ

ぼ全員が出席し、村の未来を熱

く語り合っている。
※「あんじゃねえ」：「案ずることはない」と
いう南信州の方言。「大丈夫だ、安心しろ」
という意味。

長野県　ＮＰＯ法人グリーンウッド自然体験教育センター　辻　英之　代表理事

支えあいの暮らしから
学ぶ、共に生きる力

Case.3

Hakuho Education Forum Report 2012　　Case Studies

事
例
発
表

教育を中心に
山村を蘇らせる

村の暮らしを
活かした教育実践

お互い様、支え合い
村の文化を伝える

来年の子どもたちのために薪を割る

生活食器の一部も自分たちでつくる。
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ポスターセッション風景

第 9 回博報教育フォーラム　「ポスターセッション」より

Case.1

Case.2

Case.3

セクターを越えた不登校支援と協働の枠組み

青年会と小中学校が共に守り伝える村の心と文化

支えあいの暮らしから学ぶ、共に生きる力

お祭りは宗教色が強いのでは、といった意見が父兄から
ありませんか？

ボランタリーな仕事には、なかなか人が集まらないのですが…。

村おこしなどで、普段は交流のない者同士が「つながる」
関係を築くポイントは？

　 花 燈 籠 を 飾
る サ ク ラ、 ユ
リ、アヤメの紙
花。子どもも大
人 も 先 輩 か ら
教わりながら、
3 カ月かけて自
分 た ち の 手 で
つくりあげる。
こ れ も 大 切 な

「伝統」の継承。

　 山村留学「暮らしの学校 だいだらぼっち」
で子どもたちが日常使っている食器。週二回
のものづくり教室では自分たちの使う食器や
椅子も手づくりする。

　弥彦小学校
3 年生の「弥
彦村お宝マッ
プ」。ふるさ
との「宝」に
自然に誇りを
抱く。

　 25 年に亘るグリーンウッドの教育活
動について書かれた、辻氏の著書。

弥彦村は古くから彌彦神社の門前町として栄えてきたので、父兄からはそういった意見は出ま
せんでした。小中学生は燈籠祭りを、神事というより、地域文化として捉えていると思います。

発想をどう転換していくかが大切です。例えば町内会の新聞を作るにも、役員が嫌々するのでは続かな
い。取材や編集、フリーペーパーづくりという視点で公募すると、興味がある人が集まりやすくなります。

共感を得るテーマ設定が大事です。泰阜村の場合、子どもの教育なら文句を言わずにみ
んな来ます。地域に眠る「これだ！」という共通項をみんなで見つけるといいと思います。

Q

Q

Q

A

A

A

　不登校支援ネットワーク
のパンフレット。フランス
料理店や保育所での職場体
験、進学相談会、パソコン
実習など多様な支援を事業
化している。

Hakuho Education Forum Report 2012　　Poster Session
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第 9 回博報教育フォーラム　「パネルディスカッション」より

「共」の学びとは何か。「パネルディスカッション」では、

東日本大震災以後の学びの価値観を求め、出演者と会場が

豊かな 100 分間を共有しました。

「共」の新しい学び、
新しい社会を求めて

嶋野（コーディネーター）

　これから、3・11 以後の新しい

学びの価値観として、「共」をテー

マに考えていければと思います。

皆さんのお手元には、三陸から届

いたミサンガがありますね。私の

には「16,516 番目につくりました」

と書いてあります。これは 16,516

個の内のかけがえのない 1 個、

「個」。同時に 16,516 の仲間がい

る 1 で、「共（ともに）」でもあり

ます。「共」と「個」、「自己」と

「他」。そう考えて、いいプレゼン

トをもらったなあと思います。

　さて、3 つの事例発表があり

ましたが、各々どういう「共」

の特色がありましたか。

針生　ポスターセッションで、

「企業が学校に入るのは非常に

珍しい」と何人かの方に言われ

ました。我々も最初、「学校は入

りづらい」と感じました。その

中で、現場の先生方と知恵を出

し合うと、新しい発想が生まれ、

新しい人脈ができる。今までと

違うことができる。その体験か

ら、「共」の考え方が共有できる

と、発展につながることが分か

ります。それに対し、セクター

は「公」（行政）と「私」（一個

人）を分けます。この間の溝を

どうするか。「公」と「私」は今

までバラバラでやってきました。

それでは不登校を解決できない。

今、そういう複合化した社会的

課題が非常に大きくなっていま

す。溝を埋めるために、「公」と

「私」が互いの領域をはみ出して

近づく。はみ出した部分が重な

り合う。それが「協働」だと思

います。（P11. 図参照）

嶋野　「公」と「私」の溝をど

うするか。「セクターを越えた

多様な人との関わり」がポイン

トになりそうですね。弥彦はど

うですか。

清野　1 つ目は願いの「共有」。

小学校、中学校の願い、それか

ら地域、氏子青年会の願いが合

致し たということ です。そし

て、「共同」。共に祭りを盛り上

げ て い く。 そ れ か ら「 共 感 」。

祭りをやり遂げて、共に「やっ

たーっ！」という充実感を味わ

う。重要なのは、「共学」。転勤

で来られた小中学校の教師は、

弥彦について知らないわけで

す。子どものほうがよく知って

いる。生徒と教師が共に学び合

います。地域の方々から教師が

学ぶ、子どもたちが地域の方々

か ら 学 ぶ、 そ う い う「 共 学 」。

この 4 つの「共」が弥彦の事例

に含まれていると思います。

辻　「共」を特徴づける言葉で「お

互い様」と書きました。でも、非

常に困難な地域の村の人たちか

ら見ると、「力を合わせざるを得

なかった」わけです。そうしな

ければ生き抜けなかった。少し

消極的な意味の「お互い様」、「共」

という気がします。これを積極

的な「お互い様」、「共」に変え

ていく。今回の震災支援も、村

の皆さんが自発的に手を差し伸

べた。その方が豊かな関係性や

暮らしを築ける自発的な「お互

い様」だったと思います。私が

風邪をひいた時、村のおばあちゃ

んが「かりん漬」を持ってきて

くれます。でも、そのお返しは「お

金」じゃない。相手の人の背景に

も思いを巡らして必要そうなお

返しを考える。そんな「お互い様」

を、子どもに教えたいですね。

Hakuho Education Forum Report 2012　　Panel Discussion
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2005 年より文教大
学教育学部心理教育
課程・大学院教育学
研 究 科 教 授 に 就 任。
文部科学省初等中等
教育局視学官・主任
視 学 官 な ど を 歴 任。
主著に『教育の精神
と形』（教育報道出版
社）、『これからの生
活・総合』（共著東洋
館出版）など多数。

嶋野　「共」というのは、「みん

な仲良く」なんてことではない

らしい。もっと深い、強いもの

がありそうです。会場から針生

さんへの質問で、「活動を続ける

中で、学校との軋
あ つ れ き

轢はなかった

か」というのがあります。針生

さん、皆さん、いかがですか。

針生　ありました。当然、教育

委員会ともありました。経済産

業省の事業を受託して「キャリ

ア教育」を学校に持ち込んだ時

です。「キャリア教育って何だ？

子どもに金儲けを教えるのか？」

が最初の反応でしたね。学校現

場には冠
かんむり

教育で、「〇〇教育」が、

いっぱい落ちてきます。

嶋野　「冠教育」ね（笑）。

針生　先生方も消化不良で、「も

う勘弁してくれ」と。「ゆとり教

育」の時代で、「時間数も足り

ないし、付き合っていられない」

というのが本音でした。そこで、

「なぜ必要なのか」を先生方と

じっくりと話し合い、我々も学

校のことをよく理解する。企業

の論理、外の論理だけだと反発

しかないので、やはり同じ土俵

に立って、膝を付き合わせてやっ

ていく。すると、先生方も心を

開いてきて、「そういうことなら

一緒にやりましょう」と。お互

いのコンセプトが共有できると、

すごく歩み寄れますが、そこま

ではかなり時間がかかります。

辻　ほとんど軋轢だらけでした。

25 年前は単に「ヨソ者」でした

し。今は非常に良い関係ですが、

最初にいきなり共同ありきだと、

とても苦しいですね。お互いに

連携したほうが豊かになるとい

うことが実感できれば、つなが

るんでしょうけど。そこで、ま

ず、「共に考える」ことが必要で

す。私たち自身が学校のことを

きちんと理解しお互いに歩み寄

る。丁寧なプロセスを省いて一

気にゴールに行く道はない。そ

れが「共有」なのかなと思います。

清野　学校現場にいる時には、

他所からいろいろ持ち込まれる

と、ちょっと迷惑なんですよね

（笑）。平成 17 年に弥彦の氏子青

年会からの申し出で花燈籠の活

動をした時、私は弥彦小学校の

校長をしておりました。私たち

は総合の学習を何とかしたい、

地域から力を借りたいと思って

いました。小中学校の 9 年間で、

子どもたちに地域学を学習させ

ていきたいという願いがあって、

それには、必ず地域の協力が必

要ですね。かといって、誰も手

を挙げてくれない。ですから、

氏子青年会の申し出は願ったり

叶ったりでした。氏子青年会の

願いと、私たち学校の願いが合

致したんです。

押谷　「公」と「私」をつなぐに

は、どうつなぐかというのが大

きな課題になってくる。そのつ

なげ方が、針生さんの場合には、

ボランティアなどで、セクター

に拠らない形でつなぐ役割を果

たしていく。弥彦の取り組みは、

まさに地域の伝統でつなぐ。辻

さんのところは、外からの刺激

を通してつなぐわけですよね。

その時のポイントは、両サイド

からの願い、「想いの共有」でしょ

うかね。お互いの話し合いを通

して、互いの想いを共有し、実

行してみる。実行することで共

感や共生ができて、歯車が上手

く噛み合って進むのかなと。

パネリスト

押谷　由夫 針生　英一 清野　博 辻　英之
昭和女子大学大学院     教授 宮城県     仙台市不登校支援

ネットワーク　代表
新潟県     弥彦村教育委員会
管理指導主事

長野県　NPO 法人グリー
ンウッド自然体験教育セ
ンター　代表理事

嶋野　道弘
文教大学教育学部・大学院
教授

コーディネーター
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想いと願いの共有から始める
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嶋野　では、「共」がもたらすも

の、成果って何でしょうね。

辻　「えっ？」と思うかもしれま

せんが、学力が上がると思いま

した。それは従来の学力という

視点ではありません。子どもた

ちが培った読み・書き・ソロバン、

運動能力…学力や体力は誰のた

めに、何のために使うんだとい

うことだと思います。自分のた

めに使う学力、体力ではなくて、

他の人のため、世のために使う

学力、体力が上がっていく。山

村留学の例ですが、何十人も入

る五右衛門風呂は最初のうち３

時間もかけて支度します。ボタ

ン１個ではできません。次の人

のために使った分だけ水を足し、

また薪を入れるので、手間がか

かる。今は 1 時間以内でたけま

す。燃やす技術がついただけで

なく、次の人のために湯をたす

「思いやり」が入っています。4

月に土いじりが嫌いな子どもが、

秋の稲刈では率先して、泥だら

けで落ち穂拾いをする。水稲技

術を学んだだけではなくて、仲

間の暮らしをきちんと考えて行

動を起こしています。今の子ど

もたちは暮らしの中で「時間」

「空間」「仲間」の「三間」が乏

しいですね。　私はこれに「手

間」を加えて、「サンマよりヨン

マ」、「他者との関係を豊かにす

る学力」と言っています。これ

には「共」という視点が必要です。

「誰かのために」と、共にきちん

と考えていく相手がいてできる。

押谷先生のおっしゃる通りです。

針生　私は 3 つ考えてみました。

1 つは「人材の育成と発掘」で

す。特に地方都市の場合、人材

がいないという問題にぶつかり

ます。中核になって汗を流して

くれる人がなかなかいない。「共」

という概念に立てば、他人まか

せではなくて、自分たちの課題

は自分たちで解決しようという

動きがでる。地域にどんな人材

が集積して、ネットワークが構

築されているかが、地域づくり

を左右します。縦割り主義から

の脱皮が大きなテーマになって

き ま す。2 つ 目 は、「 事 業 化 」。

ボランタリーな活動だけではな

く、「ソーシャル・ビジネス」が

ずいぶん言われ始めております。

地域の課題を解決するため、企

業のノウハウもつぎ込む。NPO

と企業が融合した形というか、

地域の課題を事業的な手法で解

決する動きが広がりだしていま

す。3 つ目が、「地域経営」。「こ

の地域をどうやって経営するか」

という大きな視点で考える人が

育ってくる。自分のテリトリー

だけではなくて、いろいろな資

源をつないで活性化する。教育

だけではなく、産業も福祉も全

部からまないと解決できない課

題が相当あると思います。

清野　小さな村ですので、豊富

な人材というわけにはいかない。

弥彦では学校が必要なことをと

にかく地域に発信しています。

「学校はこういうことを助けてほ

しい。一緒にやりませんか」と。

「菊祭り」という大々的なお祭り

で、子どもたちは菊づくりをし

て出品します。作って飾るだけ

ではなく、子どもたちが「ここ

を頑張りました」とメッセージ

を付けます。お手伝いは無報酬

です。でも、喜んでやってくれ

ますね。

被災した三陸の「浜の女性」たち
が、漁網を用い手仕事でつくった

「ミサンガ『環』」。復興の祈りを
込めて参加者全員に配られた。一
つひとつ製造番号が違う。

Hakuho Education Forum Report 2012　　Panel Discussion
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嶋野　今のお話、まさに「動い

ている」感じがしますね。

押谷　「3 つの軸」のお話をし

ましたが、各々の成果を見ます

と、時間軸と空間軸で自分の存

在に意識を向けていく。そして、

全てが本質軸に向いていった時

に、学力の向上や誇りが育成さ

れてくると思います。関わりを

豊かにする中で、子どもがどう

関わり、何を感じ、考えるのか。

本質軸において、子どもがどう

育つのかをしっかり押さえる

と、よい結果が生まれる。人材

育成のお話もありましたが、今

までの日本は「技」、「ものづく

り」を頑張ってきました。もの

づくりの根本は器用さだと思い

ます。手を使う。辻さんの言う

「手間」もそうですね。私は「手

の巧緻性」を高めていく地域内

の活動がいいと思います。学力

を育てるのは大切ですが、それ

をどう使うの？どんな生き方に

つなげていくの？という、舞台

が見えてこないといけないです

よね。そういったものを体験活

動はしっかり見えるようにしま

す。ですから、もう少し手間を

かけ、手を使ってつくっていく。

「売っていく」ということがあっ

てもいいと思います。やりがい

を持ち、技術を磨いていく。そ

こに想いも、思考力、判断力も

含めながらが大切ですね。

嶋野　辻さんの、「サンマより

ヨンマ」という話もありました

よね。

押谷　手間をかけることで、心

がつながってきますよね。

嶋野　共有や共感も時間をかけ

なければ生まれてこないという

ことでしょうね。

針生　私は、辻さんのところみ

たいに、「ヨソ者」が入ってい

くということがすごく大事だと

思います。その地域にずっと住

んでいると、意外と地元の良さ

が見えないんですよね。「こん

なものは当たり前で、捨てるほ

どあるんだ」みたいなことがあ

る。外から来た人が「あ、これっ

ていいんじゃないの？」という

ことが、地域の中にいる人たち

にはなかなか見えない。

辻　子どもたちも都会の子ども

たちとの交流で自分の故郷の良

さを知っていくんですね。大人

が否定していた村の文化を、子

どもたちはすべて肯定します。

「水がきれい」「星が見える」「お

じさん、すごい！」とか、「そ

んなものはどうでもいい」と

言っていたものを、全部。戦後

60 年、日本は欧米に追いつけ

追い越せでした。泰阜村の場合

は、「都市に追いつけ、追い越

せ。この村じゃダメなんだ」と

教えられてきました。しかし、

「この村でいいんだ」というこ

とをおじさん、おばさんたちが

知って、今、動きだしたわけで

す。ですが、博物館に入る技や

物をずうっと伝えるだけではな

くて、そこに内包された大事な

ものをきちんと現代風にアレン

ジして伝えていく。そういう人

材づくりですね。

明日を担う子どもたちに贈る。「共」で得た、パネリストたちのキーワード。
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嶋野　会場から質問がありま

す。1 つ目は、「町単位の教育

で小学校の体験活動があって

も、それが町の横とつながって

いかない。そのあたりの工夫を

教えていただきたい」。

針生　いろいろな形で連携をし

て事業をやると、「組織対組織」

だと意外とつながらないんです

ね。そこに「誰が」と主語が入

らないといけない。誰とつなが

るのか。「あの組織にはこの人が

いるから、つなげられる」とか、

より具体的にならないといけな

い。「相手方が誰か」を明確に見

極めて、その人とつながってい

くというところを突破口にして、

「組織対組織」に徐々に広がって

いくということだと思います。

嶋野　〇〇校長とか、〇〇先生

とか、こういうことですか。

針生　そうですね。地域側も、

地域の誰々。「この商店街の理事

長だったら大丈夫」とかですね。

嶋野　2 つ目は「現場はさまざ

まな課題に対応することで一杯

です。大きな流れにしていくに

は、どうしていくのがよいで

しょうか」。

清野　私も現職の頃は「ビルド・

アンド・ビルド」でしたね。次

から次へ来たものを受け入れて

やっていくわけですから、限界

を超えるわけです。だったら、

「スクラップ・アンド・スクラッ

プ」ぐらいの気持ちで取り組む

といいと思います。ただし、全

部壊してしまうのではなくて、

自分の学校で取り組んでいる活

動があるけれども、その活動が

いいかげんな活動になっていな

いか、これを充実させれば学校

の起爆剤になる活動がないか、

を見ていく。弥彦の場合は、氏

子青年会に来ていただいて、一

緒にやっていくということです

よね。これはビルドではないん

です。今までやってきたものに、

外の力を少し借りる。あまり学

校として負担を感じることもな

く、むしろ助かっている。各学

校の取り組みをもう一回見直し

てみて、「これが学校のこれか

らの中核になるんだ」という内

容や活動を見つけて、各方面か

ら助けを借りる作戦を立ててい

けばいいと思います。

嶋野「学校現場では、実感を伴

わない体験となりがちですが、

真剣な学びを得る体験の工夫、

アイデア等を教えていただけれ

ばと思います」。

辻　事業ですと、「自分でやり

たいことをやると失敗する」と

いうこともあります。想いは強

いけれども、それに傾注すると

失敗する。社会が必要としてい

ることを事業化していくことを

「ニーズ・ベース」と言います。

ただ、想いを忘れるのではなく

て、想いを乗せて。我々の「山

賊キャンプ」は、大変人気で

す。軽井沢、八ヶ岳、白馬、並

いるライバルに勝って。それは

恐らく、子どものニーズ、ある

いは保護者のニーズに合致して

いるからだと思います。教育活

動でも同じで、「体験活動のた

めの体験活動」になっていない

かチェックしてみてください。

学校目標や理念に照らし合わせ

る。地域の子どもたちや保護者

のニーズに本当に合っているか

どうか、調べてみるといいのか

なと思います。
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嶋野　時間が迫ってきました

が、最後にもうひとつ質問が来

ています。「東日本大震災の後

の瓦礫処理が一向に進まない

ことに心が痛みます。言葉で

は『絆』と言いながらも、被災

地が一番望んでいることに手を

差し伸べない他地域の住民の姿

に、日本人の心の荒廃を感じま

す」と。

針生　被災地の人間として。一

般の方や学生も含め、1 年間で

ものすごい数のボランティアの

方々に現地に入っていただい

て、物心両面の支援もいただき

ました。阪神・淡路大震災以来、

日本人にボランティアがかなり

根付いてきた証ではないか。私

は善意が圧倒的に勝っていて、

素晴らしい支援をいただいたと

思います。

清野　弥彦村の場合は受け入れ

ができるかどうかということは

検討しているわけですね。それ

でも「できない」という場合も

ある。ただ、弥彦にも避難の方々

が大勢来られました。こういう

方に対しては、きちんとした受

け入れと対応をして、皆さん、

感謝を述べられてお帰りになり

ました。瓦礫のことだけで一概

に「協力する力が非常に欠けて

いるんじゃないか」とは言えな

いのではないかと思いますね。

辻　いろいろな「実感」を手に

していないんだろうなと思いま

す。泰阜村とかグリーンウッド

は、身の丈に合った支援活動を

しょうと。それは子どもたちの

教育を通した支援活動で、こち

らからボランティアに行かずに、

子どもを受け入れたんですね。

村の人と我々が手にした実感

は、「支えた」という実感です。

「認めた」とか、「信じた」と

か。逆も然りです。「支えられ

た実感」「信じてもらえた実感」

が、たぶん子どもにも欠けてい

ると思いますし、地域同士でも

欠けているのではないかと思い

ます。恐らくそれは双方向性の

営みだと思います。「共」とい

うのも、双方向にきちんと実感

することが大事ですね。それを

ぜひ実感してもらう仕組みや場

面が必要ですし、「参画した」「関

わった」「自分たちで決めた」と

か、いろいろな実感をみんなで

つくっていきたいと思います。

嶋野　日本人の助け合いの精

神と冷静な行動は世界を驚か

せ ま し た ね。 た だ、 今 の ご 質

問のように、安直に日本人の精

神性を称賛するというのには

疑問があります。でも、現実に

みんな助け合おうとしている。

この「共」の裏に何が見えてき

たかというと、文明化し、工業

化された社会の中で、さまざま

な問題が起きている。大震災を

機会に、生き方や暮らしを少し

悔い改める必要があると、みん

なが気づきだしていると思い

ます。「社会が変わるぞ」とい

う予感がします。それがコミュ

ニティーづくりだったり、自分

自身が自立してしっかりして

いくことだったり、本来人間が

人間であるために求められる、

そういう社会づくりの方向に

動き出しているのではないか

ということを強く感じてなら

ないのです。「共」の価値観が

改めて認識され、みんなの中に

グーッと芽生えて、新しい共有

意識として顕在化し、定着して

いくのではないでしょうか。

　出演者の皆さん、そして会場

の参加者の皆さん、本日はあり

がとうございました。（拍手）
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今回のテーマ設定に
あたり、昨年の東日
本大震災が、教育の

場や子どもたち、そして我々大人たちにもたらし
た影響を除いては考えられないとの想いと、一
方で、現地に居ない私たちが被災地の方々の気持
ちを本当に理解できるのかという想いの間で、何
度も議論を重ねました。しかし、震災を通してだ
からこそ、一層強く感じた「人とのふれあい」や
日本人の精神性を、これからの子どもたち、教育
の場に活かしていくことが大切なのではないか、
ご参加の皆様と一緒に考えたいと、「共」という
テーマを設定しました。
「個」の存在が重要視されてきた昨今ですが、「自
己」にばかり偏るのではなく、相手の背景に思いを

巡らせることでお互いの「個」の違いに気づき、
それを認める。また、自分の考えを押し付けず、
膝を付き合わせて話をすることで、お互いを理解
する。そのようなことから「共」は成り立ってい
くことを感じ、「共」と「個」は互いがあるから
こそ存在しうるものなのだと気づかされました。
発表の実践事例の中には、様々な形の「共」があ
り、参加者自身もご自分の活動を振り返りなが
ら、「共」を見出していました。
　教育実践者、地域、保護者の方々に「共」につい
て考えていただくヒントにしていただきたいという
想いを込めて、このレポートをお届けします。

　フォーラムをライブで体験しませんか？皆様の
ご参加をお待ちしております。

子どもたちの障がいの有無にか
かわらず「日本に生まれ、日本に
育ち、日本で豊かに生きていくこ
とができる」教育のあり方を、い
つも再確認します。
･･･････････（特別支援学校 教諭）

震災後の混乱を得て、改めて教育
や学び、生き方について問い直
し、自分の考えを整理するよい機
会が得られました。
･････････････････（教育委員会）

「共」という概念にとても興味を
持ち、参加いたしました。単なる
教育問題ではない、広く、大きく、

“教育”をとらえたこのフォーラ
ムで多くのことを学べました。
････････････････（小学校 教諭）

テーマが「共」ということで、学
校だけではなく、地域、各個人を
巻き込んでの活動、お話には感銘
を受けました。自分一人では小さ

な存在、力でも、渦のように周囲
を巻き込んでいけば、大きな力と
なると感じました。
･･･････････････････････（教諭）

学校教育のみ見ていたので、今回
のパネリストの様々な立場から
の視点をいただけて、より広い視
野と視点をもって、学校や、クラ
ス、地域をコーディネートしたい
と思いました。
･････････････････（教育委員会）

「共生、共育、共創」をめざすコ
ミュニティースクールづくりに
尽力してきたが今後の展開に役
立つと思った。思いや願いの「共
有」がまず大切か。
･････････････････（大学院 学生）

「共」について、いろいろな面か
ら考えてみるよい機会となりま
した。教育の分野で「学校と地域
が共に連携する」という範囲に

とどまらない広がりがあること、
周囲と共にあることで関わり合
い影響し合っている姿をお話い
ただき、これからの社会で求め
て行きたい姿が見えて来たと思
います。
･･････････････････（大学 教員）

今までは、目先の教育についてば
かり考えていたが、フォーラムで
の話を聞いて、これからの教育理
念について考える良い機会となっ
た。またＮＰＯ、企業の方の話を
聞き、教育に対する幅が広がった。
････････････････（小学校 教諭）

「村の教育力」「多様な人と関わる
経験」といったキーワードが、今
後の実践に生かせる。少子高齢化
の世界で、日本で脈々と行なわれ
てきた営みを思い起こしてみたい。
････････････････（中学校 教諭）

博報賞　ー 児童教育の最前線で優れた教育を実践している方々を顕彰します ー

当財団は、株式会社博報堂が教育雑誌の広告取次業として1895年に創業以来、次代を担う児童の育成を重視して教育・文
化面において行ってきた数々の支援事業の精神を引き継ぎ、1970年に財団法人博報児童教育振興会として設立されました。
以来、次代を担う子どもたちの「豊かな人間性育成」の支援を目的に活動を続けています。
新公益法人制度の施行に伴い、公益財団法人として認定され、2011年 4月、博報財団（正式名称：公益財団法人博報児童教
育振興会）としてスタートしました。

博報賞は、児童・生徒に対する日常の教育現場で貢献・努力されている、学校・団体・教育実践者を顕彰することを通して、
児童教育の現場を活性化させ、支援することを目的としています。

フォーラム参加者の声をご紹介します

博報財団は次代を担う子どもたちの「豊かな人間性育成」の
実現を目指して活動を続けています。


